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」
牙
モ
ノ
「
」
亡
」
」
さ
て

最
ノ
井
鹿
砦
胡
免
刀
を
」
き
た
。
3
月
1
日
(
日
)
ま
で
。

開
始
に
合
わ
せ
、
陽
府
市

理
・
ス
イ
ー
ツ
や
ア
ー
ト
・

手
作
り
作
品
の
販
売
な
ど
が

出世梅の配布に列ができた

神
楽
舞
「
紅
わ
ら
べ
」
の
奉
納
=
提
供

供
養
の
た
め
に
奉
納
さ
れ
た
人
形
た
ち

月
い
ち
キ
ネ
マ
(
2
月
)

2
 
0
日
(
金
)
午
前
9
時
的

分
か
ら
正
午
ご
ろ
ま
で
、
三

哲
文
庫
市
立
防
府
図
書
館

(
栄
町
1
丁
目
)
研
修
室
で
。

事
前
申
し
込
み
不
要
で
、
鑑

賞
無
料
。

ロ
ア
ル
ド
・
ダ
ー
ル
原
作
、

テ
ィ
ム
・
バ
ー
ト
ン
監
督
、

ジ
ョ
ニ
ー
・
デ
ッ
プ
ほ
か
出

演
の
米
・
英
・
蒙
合
作
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ー
映
画
「
チ
ャ
ー

リ
ー
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工

場
」
(
2
0
0
5
年
、
1
1

5
分
)
を
上
映
す
る
。
チ
ャ
ー

リ
ー
が
住
ん
で
い
る
町
に

は
、
世
界
一
有
名
な
ワ
ン
カ

の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
工
場
が
あ

り
、
招
待
状
入
り
の
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
が
売
り
出
さ
れ
る
。

世
界
で
た
っ
た
5
枚
だ
け
の

招
待
状
を
チ
ャ
ー
リ
ー
も
手

に
入
れ
た
い
け
れ
ど
…
 
。

開
場
は
午
前
9
時
3
 
5
分
。

定
員
1
 
5
人
(
先
馨
順
)
。
問

い
合
わ
せ
は
、
同
館
(
電
話

2
 
2
-
0
了
8
0
)
ま
で
。

ニ
ュ
ー
ス

フ
ァ
イ
ル

【
産
廃
業
者
に
行
政
処
分
】

県
は
1
 
6
日
、
廃
棄
物
処
理

法
に
基
づ
き
、
防
府
市
高
井

の
土
木
工
事
業
ア
ド
プ
ロ

(
嶋
田
順
一
社
長
)
の
産
業

廃
棄
物
処
理
業
の
許
可
を
取

り
消
し
た
。

廃
棄
物
・
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
課
に
よ
る
と
、
同
社
が
1

月
1
 
9
日
に
山
口
地
裁
が
破
産

手
続
き
を
開
始
し
た
こ
と
に

伴
う
処
分
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

集
団
発
生
の
報
告

防
府
市
=
小
学
校
で
1
 
3
̃

1
 
5
日
に
学
年
閉
鎖
(
患
者
数

2
2
人
)
▽
小
学
校
で
1
 
4
̃
1
 
6

日
に
学
級
閉
鎖
(
同
1
 
0
人
)

▽
小
学
校
で
1
 
6
日
に
学
級
閉

鎖
(
同
7
人
)
▽
小
学
校
の

2
ク
ラ
ス
で
1
 
6
̃
1
 
7
日
に
学

級
閉
鎖
(
同
計
1
 
7
人
)
▽
中

学
校
で
1
 
6
̃
1
 
8
日
に
学
級
閉

鎖
(
同
1
 
1
人
)

市
長
の
動
き

◆
池
田
防
府
市
長

【
1
 
9
日
】
定
例
話
者
会
見

(
前
1
 
1
時
)

◆
伊
藤
山
口
市
長

【
1
 
9
日
】
庁
内
会
議

鶴
嫌
台
湾
‖

ほ
う
ふ
日
報
版
⑦

一
〇

青
書
事

元
台
湾
東
海
大
農
学
部

教
授

王
良
原

院
府
市
内
の
周
隣
国
衝
跡

の
や
や
北
側
に
は
、
多
々
良

山
と
い
う
低
山
が
あ
る
。
そ

の
南
麓
に
、
広
大
を
敷
地
を

有
す
る
邸
宅
が
あ
る
こ
と

は
、
市
民
の
誰
も
が
知
っ
て

い
る
は
ず
で
す
。
明
治
新
政

府
に
多
大
室
員
献
を
し
た
の

ち
、
国
許
居
住
の
許
可
に
よ

り
毛
利
家
の
当
主
だ
っ
た
元

徳
公
は
、
地
元
に
定
住
す
べ

く
、
新
政
府
の
要
職
に
奉
公

し
た
同
郷
の
元
藩
士
だ
っ
た

井
上
馨
の
協
力
と
提
案
を
得

て
、
1
8
9
2
年
に
新
し
い

邸
宅
は
蕃
工
し
ま
し
た
。

完
成
ま
で
2
4
年
間
も
費
や

し
ま
し
た
が
、
そ
の
間
、
日

清
戦
争
、
元
昭
公
の
家
督
相
.

続
、
日
露
戦
争
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
。
奇
縁
に
も
、
日
本

が
1
8
9
5
年
か
ら
額
有
し

た
新
領
土
の
台
湾
か
ら
、
良

質
の
ケ
ヤ
ギ
を
邸
宅
建
設
の

た
め
に
調
達
す
る
予
定
も
重

な
り
、
時
の
首
相
・
伊
藤
博

文
、
蔵
相
・
井
上
馨
、
台
湾

総
督
・
児
玉
源
太
郎
ら
山
口

県
出
身
の
公
人
が
、
共
に
台

湾
に
最
新
式
の
製
糖
産
業
を

育
成
し
よ
う
と
政
策
を
練
っ

て
い
た
頃
に
、
井
上
馨
が
ひ

ら
め
い
て
、
台
湾
製
糖
会
社

の
設
立
資
金
に
参
加
す
る
よ

う
、
1
8
9
8
隼
に
元
昭
公

を
口
説
き
ま
し
た
。
毛
利
家

の
家
政
協
議
人
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
井
上
馨
は
説
得
に

何
ら
か
の
自
信
が
あ
っ
た
の

で
し
ょ
う
。

案
の
定
、
当
主
の
元
昭
公

は
、
三
井
物
産
の
1
5
0
0

株
に
次
ぎ
、
大
蔵
省
の
出
資

額
と
同
様
に
、
有
力
出
資
者

と
し
て
1
千
株
を
受
講
し
ま

し
た
。
こ
れ
な
ら
、
他
の
財

界
人
も
安
心
し
て
退
随
し
た

構
図
で
し
た
。
初
期
資
金
の

募
集
が
無
事
に
完
了
し
、
1

9
0
0
年
1
 
2
月
1
 
0
日
に
東
京

で
創
立
総
会
が
聞
か
れ
、
会

社
経
営
が
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
翌
年
2
月
か
ら
、
い

く
つ
か
の
新
式
工
場
の
建
設

が
相
次
い
で
着
工
し
、
つ
い

に
1
9
0
8
年
、
東
洋
一
を

誇
る
高
雄
州
廃
棄
市
(
へ
い

と
う
し
)
の
阿
繰
製
糖
所
給

に
ぅ
せ
い
と
う
し
ょ
)
が
竣

工
し
た
。
こ
れ
を
機
に
、
台

湾
製
糖
会
社
は
後
日
、
本
社

を
屏
東
市
に
移
転
し
ま
し

た
。こ

の
よ
う
に
、
当
時
の
山

口
県
出
身
の
大
物
政
治
家
の
)

連
携
に
よ
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ

統
治
時
代
か
ら
導
入
さ
れ
て

き
た
旧
来
の
製
糖
方
法
は
、

よ
り
高
い
生
産
効
率
の
工
程

に
進
化
し
た
た
め
、
飛
躍
的

に
成
長
。
製
糖
産
業
は
、
台

湾
の
産
業
近
代
化
を
け
ん
引

し
な
が
ら
、
全
体
の
就
職
率

と
収
入
の
向
上
に
よ
る
現
地

社
会
の
安
定
化
に
貢
献
し
た

の
み
な
ら
ず
、
輸
入
品
に

頼
っ
て
い
た
日
本
を
砂
糖
輸

出
国
に
転
身
さ
せ
ま
し
た
。

(
本
稿
は
、
台
湾
友
好
倶

楽
部
が
2
0
2
5
年
日
月
2
 
3

日
に
開
催
し
た
「
日
台
交
流

セ
ミ
ナ
ー
」
で
講
演
し
た
内

容
の
一
部
を
題
材
に
構
成
し

た
。
講
演
内
容
の
動
画
は
、

2
次
元
コ
!
ド
を
ご
参
照
く

写真説明: 「産業界の雄」

「屏東市にあり、わが国産業界に雄飛し、その製産能力三
千米頓を誇る最新設備の工場で規模の大なのに驚嘆する」
「董轡高雄・董轡製掘株式舎社阿練製据所」
「Taiwan Sugar-manufacturing Company at Heito, Takao.」
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